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管 内 の あ ら ま し

安足地方は、県の南西部に位置し、足利市、佐野市の２市からなり、北は鹿沼市、東は栃木市、
西と南は群馬県に隣接しています。
総面積は、53,380ha、耕地面積は6,246haで県の約５％を占め、うち約80%が水田となっ

ています。
安足地域は、渡良瀬川沿岸に広がる平坦な地域と足尾山地の山々を背に広がる中山間地域に区

分され、平坦な地域では古くから二毛作による米・麦づくりが行われるとともに、本県のいちご
栽培発祥の地としても知られるように、いちごやトマト、アスパラガス、トルコギキョウなど園
芸作物の生産が盛んに行われています。さらに、佐野フルーツライン沿線等においては、梨や桃
の果樹生産が盛んであり、観光農園や直売活動も活発に行われています。
また、中山間地域においては、美しい景観、そばや豊かな食文化など魅力ある地域資源を生か

し、農産物直売所などの交流施設には多くの都市住民が訪れ交流が図られています。
一方で、農業を担う人材不足に加え、鳥獣被害等の問題も重なり、農業生産活動の意欲低下や

農村環境の保全管理が困難な状況もみられるようになってきています。
こうした中、ほ場の大区画化や汎用化を計画的に進め、担い手への農地集積・集約化による効

率的な営農展開や土地利用型園芸作物の生産拡大等による収益向上の取組が求められています。
また、中山間地域を中心に高齢化や人口減少が進んでいることから、交流人口・関係人口の増加
や農村の防災力向上を図り、農村の活性化に取り組んでいく必要があります。

管 内 の 農 業 の 概 要

項 目 管内計 県 計 県内ｼｪｱ 出 典

総面積 （ha） 53,380 640,809 8.3%

耕地面積
(ha)

田 5,110 94,300 5.4%
令和4年耕地面積統計畑 1,136 27,100 4.2%

計 6,246 121,400 5.2%
水田整備率（区画30a以上） （％） 27.0 69.3 - 県農地整備課調べ(R5年3月)

総人口 (人) 253,487 1,897,770 13.4% 住民基本台帳人口(R5年5月1日) 

総農家数 (戸) 3,755 46,202 8.1%

2020農林業センサス

うち販売農家 (戸) 1,719 31,993 5.4%
うち農産物販売額

1,000万円以上
(戸) 210 4,191 5.0%

うち経営耕地面積
10ha以上

(戸) 81 1,605 5.0%

うち主業農家＊1 (戸) 331 7,417 4.5%
基幹的農業従事者数＊2 (人) 2,148 42,914 5.0%
農業産出額 (億円) 76.0 2,659.7 2.9%

R3年市町村別農業産出額（推計）

園芸(いも類、野菜、果実、花き)

うち米麦 (億円) 25.4 496.6 5.1%
うち園芸 (億円) 36.2 829.9 4.7%
うち畜産 (億円) 12.3 1,261.6 1.0%

認定農業者数 (経営体) 415 7,575 5.5% 県経営技術課調べ(R4年3月）

新規就農者数＊3 (人) 42 350 12.0% 県経営技術課調べ(R5年6月）

集落営農組織数（法人含む） 5 236 2.1% 県経営技術課調べ(R5年3月）

担い手への農地集積率 （％） 44.8 53.1 - 県生産振興課調べ(R5年3月）

水稲収穫量 （トン） 10,540 270,300 3.9% 作物統計調査（R4年2月）

交流拠点施設利用者数 (万人) 154 1,719 9.0% 県農村振興課調べ(R3年度)

観光客入込数 (万人) 1,062 7,260 14.6% 県観光交流課調べ(R4年)

※１ 農業所得が主（農家所得の50％以上が農業所得）で、調査期日前１年間に自営農業に60日以上従事している65歳未満の世帯員が
いる農家をいう。

※２ 農業就業人口（自営農業に主として従事した世帯員）のうち、ふだん仕事として主に自営農業に従事している者をいう。

※３ 令和３年度までパートナーは含まず。令和４年度からパートナーを含む。



栃木県農業振興計画2021-2025「とちぎ農業未来創生プラン」に基づき、安足地域に
おいては、夢と希望のもてる活力ある安足地方の農業・農村の実現に向け、新規就農者の
確保や意欲ある担い手の育成等「人材の確保・育成」、高収量・高品質・省力化に向けた
「施設園芸の振興」、水田の大区画化や汎用化、省力化技術の導入等による「収益性の高
い水田農業の振興」、関係人口の増加や安全安心な農村環境の実現等による「農村の活性
化」に、重点的に取り組みます。

安 足 地 域 農 業 振 興 計 画 2 0 2 1 - 2 0 2 5 （ 概 要 ）

収益性の高い安足地域の水田農業の実現

元気はとちぎの“安足”から にぎわう農村づくり

地域戦略２

就農相談から営農定着までを一貫して支援する体制の充実や就農関
連情報の発信強化を進め、新規就農者の確保・育成を図ります。また、
新品種の導入や先端技術の活用、分業体制の構築等により稼げる産地
づくりを進めます。

□新規就農情報の発信強化のほか、新規就農塾の受講対象品目の拡大や就農後のフォローアップ
活動等の支援

□就農支援ネットワーク会議を中心とした地域の経営資源（農地や施設・機械）の把握と新規就農希
望者への円滑な継承支援

□環境制御装置等の先端技術の導入と管理の省力化・効率化の推進
□適切な労務管理による働きやすい環境づくりへの支援と育苗や出荷調整作業の軽減につながる

施設整備の推進
□果樹の早期成園化技術や地域に適した品種の導入による新植や老木園の改植の推進
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地域戦略３

水田の大区画化や汎用化を進め、意欲ある担い手が効率的な営農を
展開できるよう農地の集積・集約化を促進します。さらに、ＩＣＴ等
の技術を活用した省力化や露地野菜等の高収益作物の導入及び食品企
業と連携した麦等の生産拡大により、経営の規模拡大や複合化を進め、
水田農業の収益向上を図ります。

地域活動の核となる人材・組織を育成するとともに、観光・商業施設等
とも連携した都市農村交流活動の展開や農村の魅力の発信強化による関係
人口の拡大を図ります。また、集落営農組織の体質強化や農村環境の保全
活動、鳥獣被害対策を支援するとともに、農村地域の防災力向上を図り、
安心して営農を続けられる元気でにぎわう農村づくりを進めます。

□水田の大区画化や汎用化など担い手が使いやすい生産基盤の整備
□ＧＰＳ搭載農業機械やドローン等のスマート農業機器の活用による省力化・効率化の推進
□中核となる土地利用型経営体に加え、複合経営体や農業協同組合出資型法人等、水田を担う多様な

経営体への農地の集積・集約化の促進
□個別診断に基づく経営シュミレーションを活用した露地野菜等の導入及び生産拡大の推進
□健康機能性等の特徴を持つ麦の導入促進と栽培技術の普及による高品質安定生産の支援

□地域の魅力発信による農村ファン拡大と地域全体での受入体制づくりに向けた取組への支援や観光・
商業施設等とも連携した都市農村交流活動の積極的な展開

□新しい生活様式も踏まえた、交流施設における顧客サービスの向上やテレワーク等の新しい働き方を
希望する都市住民の受入れ推進

□地域内外の多様な人材の参画等により、地域農業を支える集落営農組織の体質強化を支援
□地域づくり団体や地域内外の企業・福祉施設等との連携による農村環境保全活動の支援
□鳥獣被害にあいにくい作物の安定生産・拡大に加え、ＩＣＴ箱罠等の活用や捕獲技術の継承及び鳥獣

被害対策実施隊など地域住民協働による取組への支援
□農村地域の防災力向上に向け、ため池や排水機場等の管理者への適切な維持管理方法の指導と地

震・豪雨耐性調査等に基づく必要な補強対策の支援

地域戦略１ 人材育成と先端技術の活用による安足園芸の発展

たわわに実るイチゴ

健康機能性を有する大麦

継承される伝統行事



組 織 体 制 と 業 務 内 容

（令和５年６月作成)

企画
調整課

総務、経理、農業協同組合、

農業共済組合、農地・農業振興地域制度、
地域農業振興計画の推進、水田農業活性
化対策、農地中間管理事業の推進、飼料
自給率向上対策、農業制度金融、農作物
災害の調査及び対策 等

振興課

都市農村交流推進、中山間地域対策、

食の街道づくり、県営農業農村整備事業
の執行、団体営・県営単独農業農村整備
事業の指導、土地改良区の指導、土地改
良財産、土地改良事業調査計画、農業施
設災害の調査及び対策、日本型直接支払
の指導 等

園芸課
野菜、果樹、花きの生産振興、
農業技術の普及指導、経営指導 等

農畜産課
水稲、麦、大豆、畜産の生産振興、
農業技術の普及指導、経営指導 等

経営指導
担当

経営体育成、担い手育成、農業農村
男女共同参画、農業制度金融、環境
保全型農業 等

食と農の相談室

ＴＥＬ. 0283-23-1455
(各種相談お受けします)

とちぎファーマーズ
チャレンジネット

http://www.agrinet.pref.toch
igi.lg.jp/index.cgi

企画振興部
ＴＥＬ. 0283-23-1455
FAX.  0283-23-5693

経営普及部
ＴＥＬ. 0283-23-1431
FAX.  0283-23-5693
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安足農業
振興事務所

佐野市

足利市

吾妻排水機塲

佐野用水機塲

界排水機塲

栃木県安足農業振興事務所
〒327-8503
佐野市堀米町６０７
TEL 0283-23-1455（代）
FAX 0283-23-5693
E-mail
ansoku-nsj@pref.tochigi.lg.jp

園芸総合相談所
（愛称みのりす）

ＴＥＬ. 0283-23-1431
(園芸関係のトータルサポート)


